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(57)【要約】
【課題】液晶セルと光学補償層とを備えた複数の光変調
部において変調した光を合成して得られる画像において
、コントラストのムラを防止して表示性能の向上を図る
ことが可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶セル１０２と、液晶セル１０２を狭持
する状態で配置された偏光板１０１，１０３と、液晶セ
ル１０２と偏光板１０１，１０３との間に狭持された光
学補償板１０４とからなる複数の光変調部１０，１３，
１９を備え、光変調部１０，１３，１９で変調された光
を合成して表示する液晶表示装置において、光学補償板
１０４を構成する光学補償層は、各光変調部１０，１３
，１９に入射される各色光Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に、液晶セル１
０２の視野角特性と略同一の視野角特性となるように設
計されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルと、当該液晶セルを狭持する状態で配置された偏光板と、前記液晶セルと偏光
板との間に狭持された光学補償層とからなる複数の光変調部を備え、当該複数の光変調部
で変調された光を合成して表示する液晶表示装置において、
　前記各光学補償層は、当該各光学補償層が設けられた前記光変調部に入射される光の波
長範囲毎に、当該光変調部で変調される各波長の光が所定の視野角特性となるように個別
に設計されている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　前記各光学補償層は、当該各光学補償層と前記各液晶セルとを備えた前記光変調部で変
調される各波長の光が、略同一の視野角特性となるように設計されている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　前記各液晶セルは同一に設計されたものであり、
　前記各光学補償層は、当該各光学補償層が設けられた前記光変調部に入射される波長範
囲の光に対する前記液晶セルの視野角特性と略同一の視野角特性となるように設計されて
いる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　前記各液晶セルは同一に設計されたものであり、
　前記光学補償層は、当該各光学補償層が設けられた前記光変調部毎に異なる位相差を有
している
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　前記光学補償層は、膜厚によって位相差が調整されている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項５記載の液晶表示装置において、
　前記光変調部は、赤色光用、緑色光用、青色光用の各波長範囲に対応して設けられると
共に、
　前記各光変調部を構成する前記液晶セルは同一に設計されたものであり、
　前記各光変調部を構成する前記各光学補償層の膜厚が、厚い方から順に緑色光用、赤色
光用、青色光用となっている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　前記各光学補償層は、当該各光学補償層と前記各液晶セルとを備えた前記光変調部で変
調される各波長の光が、略同一の視野角特性となるように設計されており、
　前記各光変調部で変調された光の視野角特性が同一方向に重なるように合成される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特には液晶セルをライトバルブに用いた投射型の構成と
して好適な液晶表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　光源から出力された光を、例えば透過型の液晶セルによって光変調して画像光を形成し
、この画像光をスクリーンなどに投射する投射型の液晶表示装置（いわゆる液晶プロジェ
クタ装置）が知られている。このような液晶表示装置においてコントラストの向上を図る
場合、その液晶セルの視野角の改善を行う必要はないものとされていた。しかしながら、
上記液晶プロジェクタ装置は、以下に述べる原因により、入射側偏光板を通過した直線偏
光が、映像信号を変調する液晶セルによって楕円偏光になってしまい、出射側偏光板で漏
れが生じ、黒レベルが下がらず、コントラストが低下してしまう。
【０００３】
　一般的に、液晶セルの液晶分子には、例えば２°から８°のプレチルト角がある。これ
は、駆動電圧を印加したときに、液晶分子が傾く方向を導くために、液晶セル用基板表面
に施された配向処理方向に対して与えられる初期分子配列の角度とされる。このようなプ
レチルト角の影響により、液晶セル面に角度をもって入射した光の偏光が乱れる。これは
、液晶分子の有する屈折率の異方性に関するものである。要するに、液晶の屈折率の異方
性により、液晶分子の長軸方向成分の位相は遅れ、これにより直線偏光の入射光は、液晶
分子で遅相軸方向成分と進相軸方向成分との間に位相差が生じ、結果として楕円偏光とな
ってしまう。
【０００４】
　また、液晶セルの表示面に対して、入射光がある方位角方向に傾斜した場合、印加電圧
値の上昇に伴って透過率が低下し、特定の電圧値を境界として再び透過率が上昇し、その
後徐々に低下する現象が発生する。また、入射光が他の方位角方向に傾斜した場合、印加
電圧を上昇しても透過率が下がらず、黒が浮いたままになることもある。
【０００５】
　上述したように、種々の方位角方向から入射した直線偏光は、液晶分子によって変化し
、入射方向に応じて上記楕円偏光は変化する。要するに、液晶セルを通過した後の光の偏
光状態は、多数の異なる向きの液晶分子による偏光変化を足し合わせるものとなる。
【０００６】
　この結果、液晶セルに垂直に入射した光は直線偏光が保たれるが、液晶セルに対して傾
斜した方向から入射した光に関しては、偏光が乱されて入射光に応じた楕円偏光となる。
このため、液晶セルの出射側にある偏光板で楕円偏光による漏れが生じるため、黒表示の
透過率が上がり液晶セルのコントラスト特性が悪くなる。
【０００７】
　また実際に、液晶プロジェクタ装置の液晶セルに対する照射光の入射角度成分は、５°
～１５°までの光が主になっている。つまり、照射光は、垂直入射する光がほとんど含ま
れておらず、大部分が傾斜角度を持って入射するため、この液晶分子のプレチルト角等の
影響を受けて偏光状態が変化してしまう。
【０００８】
　そこで、液晶分子のプレチルトに伴う遅相方向と進相方向との間の位相差を打ち消すた
めに、液晶セルと偏光板との間に、液晶セルにおいて発生する位相差を補償するための光
学補償層として位相差フィルムを設ける構成が提案されている（例えば下記特許文献１参
照）。また、光源からの強い光に長時間晒されることによる光学補償層（位相差フィルム
）の劣化を防止するために、無機材料を用いて光学補償層の構造性複屈折体（すなわち位
相差フィルム）を形成する構成も提案されている（例えば下記特許文献２参照）。
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－４２３１４号公報
【特許文献２】特開２００４－１０２２００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　しかしながら、以上のような光学補償層を設けた液晶表示装置においては、光学補償層
を設けたことによってコントラストの向上が図られるものの、投射された黒表示は、図７
（ａ）と図７（ｂ）に示すように、対角線上に明るい部分と暗い部分とが発生してしまう
場合がある。特に、赤色光（Ｒ）、緑色光（Ｇ）、青色光（Ｂ）の３色に対応させて３枚
の液晶セルを組み込んだ３枚板構成の液晶表示装置においては、各色光の視野角特性の最
適化が不十分であり、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色光を組み合わせて投射したときに、上記のような表
示ムラが発生してしまう。
【００１１】
　このような表示ムラは、コントラストの向上によって表面化した問題であり、光源の特
性や偏光板にも課題が残されているが、光学補償層にも問題が考えられる。
【００１２】
　そこで本発明は、液晶セルと光学補償層とを備えた複数の光変調部において変調した光
を合成して得られる画像において、コントラストのムラを防止して表示性能の向上を図る
ことが可能な液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このような目的を達成するための本発明は、液晶セルと、当該液晶セルを狭持する状態
で配置された偏光板と、液晶セルと偏光板との間に狭持された光学補償層とからなる複数
の光変調部を備え、これらの複数の光変調部で変調された光を合成して表示する液晶表示
装置である。このような構成において、特に各光学補償層は、当該各光学補償層が設けら
れた前記光変調部に入射される光の波長範囲毎に、当該光変調部で変調される各波長の光
が所定の視野角特性となるように個別に設計されていることを特徴としている。
【００１４】
　このような構成の液晶表示装置では、各液晶セルに設ける光学補償層を、各液晶セルに
入射される光の波長範囲毎に個別に設計する構成としたことで、各液晶セルに入射される
全ての波長範囲の光に対して、適切な視野角特性での光変調が行われるようになる。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように本発明によれば、各液晶セルに入射される全ての波長範囲の光に対
して適切な視野角特性を有するように光変調を行うことが可能になるため、複数の光変調
部で適切な視野角特性に変調した各波長範囲の光を合成して得られる画像において、高コ
ントラストでありながらも、コントラストのムラを防止して表示性能の向上を図ることが
可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に、本発明の液晶表示装置の実施形態として、液晶セルをライトバルブとして用いた
投射型の液晶表示装置の構成を説明する。以下においては、液晶表示装置の全体構成、こ
の液晶表示装置に設けられる光変調部の構成、この光変調部に設けられる光学補償板の構
成の順に説明する。
【００１７】
＜液晶表示装置の全体構成＞
　図１は、本発明が適用される投射型の液晶表示装置１の全体構成図である。この図に示
す投射型の液晶表示装置１は、いわゆる液晶プロジェクタであり、光源２からの光（照明
光）ｈを赤色光Ｒ、青色光Ｂ、緑色光Ｇの３原色に分離し、各色光対して液晶セルをライ
トバルブとして１枚ずつ用いてカラー画像表示を行う、いわゆる３板方式のプロジェクタ
である。
【００１８】
　この液晶表示装置１には、リフレクタ２ａの焦点位置に発光部２ｂを配置してなる光源
２が備えられ、光源２からの光ｈの光路上にはマルチレンズアレイ３，４が順次配置され
ている。これらのマルチレンズアレイ３，４は、後で説明する液晶セルの被照射領域（す
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なわち、画素形成のための光変調を行う有効開口に相当する）のアスペクト比にほぼ等し
い相似型の外形形状を有している。このマルチレンズアレイ３、４で集光された光の光路
上には、偏光変換ブロック５が配置され、集光された光を所定の偏光方向の光に偏光する
。すなわち、光源２から出射した無偏光（Ｐ偏光波＋Ｓ偏光波）の光は、偏光変換ブロッ
ク５を通過することによって、液晶セルに対応した所定の偏光方向（例えば、Ｐ偏光波）
の光に変換される。なお、偏光変換ブロック５の説明については省略する。
【００１９】
　偏光変換ブロック５によって例えばＰ偏光波に変換された光の光路には、平凸レンズ６
が配置され、偏光変化ブロック５からの光を集光して、効率良く液晶セルを備えた光変調
部に照射する構成となっている。平凸レンズ６から出射した白色光の光路上には、赤色光
Ｒのみを透過するダイクロイックミラー７が配置されており、これを透過する赤色光Ｒに
対して緑色光Ｇおよび青色光Ｂが反射して分光される。
【００２０】
　ダイクロイックミラー７を透過した赤色光Ｒの光路上にはミラー８が配置され、ミラー
８で反射させた赤色光Ｒの光路上には、凸平レンズ９および光変調部１０がこの順に配置
される。一方、ダイクロイックミラー７で反射した緑色光Ｇおよび青色光Ｂの光路上には
、青色光Ｂを透過させ緑色光Ｇを反射するダイクロイックミラー１１が配置される。ダイ
クロックミラー１１で反射した緑色光Ｇの光路上には、凸平レンズ１２および光変調部１
３がこの順に配置される。そして、ダクロックミラー１１を透過した青色光Ｂの光路上に
は、リフーレンズ１４、ミラー１５、リフーレンズ１６、ミラー１７、凸平レンズ１８、
および光変調部１９がこの順に配置される。
【００２１】
　各色光Ｒ，Ｇ，Ｂの最終段に設けられた光変調部１０，１３，１９は、液晶セルを備え
て構成され液晶表示装置１におけるライトバルブとして用いられるものであり、後で説明
するように本発明に特徴的な構成となっている。
【００２２】
　そして、これらの３つの光変調部１０、１３、１９で光変調された各色光Ｒ，Ｇ，Ｂの
光路上には、１つのクロスプリズム２０および投射レンズ２２がこの順に配置されている
。このクロスプリズム２０は、例えば複数のガラスプリズムを接合して外形が形成され、
各ガラスプリズムの接合面には、所定の光学特性を有している干渉フィルタ２１ａ、２１
ｂが形成されている。例えば、干渉フィルタ２１ａは赤色光Ｒを反射して緑色光Ｇを透過
するように構成されている。また、干渉フィルタ２１ｂは、青色光Ｂを反射して緑色光Ｇ
を透過するように構成されている。したがって、赤色光Ｒは干渉フィルタ２１ａで、また
青色光Ｂは干渉フィルタ２１ｂで投射レンズ２２の方向に反射される。そして、緑色光Ｇ
は、干渉フィルタ２１ａ、２１ｂを透過することにより、投射レンズ２２に到達し、ここ
で各色光が１つの光軸に合成され、スクリーンに向けて投射される。
【００２３】
＜光変調部の構成＞
　図２（ａ）は、上記液晶表示装置に設けられた各光変調部１０，１３，１９の構成を説
明する図である。これらの光変調部１０，１３，１９は、入射側の偏光板１０１、液晶セ
ル１０２、出射側の偏光板１０３を光路上に順次設置してなり、例えばクロスニコルに配
置された２枚の偏光板１０１-１０３間に液晶セル１０２が狭持された構成となっている
。そして特に、液晶セル１０２と２枚の偏光板１０２，１０３との間の少なくとも一方に
、本発明に特徴的な設計である光学補償層を用いた光学補償板１０４が配置されている。
尚、液晶セル１０２の両面は防塵ガラス１０２ａ、１０２ｂで構成されていることが好ま
しい。
【００２４】
　以上のような構成の光変調部１０，１３，１９において、各液晶セル１０２は同一に設
計されたものである。ここでは、例えばツイスト角９０°のツイストネマチック（ＴＮ）
モードで動作されるものであることとする。また各液晶セル１０２は、マイクロレンズが
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搭載された構成であっても良い。
【００２５】
　これに対して、光学補償板１０４は、以降で詳細に説明するように、各液晶セル１０２
に入射する光の波長範囲毎に所定の視野角特性が得られるように個別に設計されていると
ころが特徴的である。具体的には、各光学補償板１０４は、当該各光学補償板１０４と、
各液晶セル１０２とを備えた光変調部１０，１３，１９で変調される各波長の光が、略同
一の視野角特性となるように設計されていることとする。
【００２６】
　これらの各光変調部１０，１３，１９は、入射側の偏光板１０１側から入射して、出射
側の偏光板１０３から出射した光が、ここでの図示を省略したクロスプリズム（２０）お
よび投影レンズ２２に入射されるように、液晶表示装置内に配置される。そして、各光変
調部１０，１２，１９で変調された光が、クロスプリズム（２０）で合成されて投影レン
ズ２２を介してスクリーン３０上に拡大投影される構成となっている。この際、各変調部
１０、１３、１９で変調された光の視野角特性が線対称の形状を有している状態であり、
各変調部１０，１３，１９で変調された光の視野角特性が同一方向に重なるように合成さ
れる配置状態であることとする。
【００２７】
　尚、光変調部１０，１３，１９の構成は、液晶セル１０２と２枚の偏光板１０２，１０
３との間の少なくとも一方に、光学補償板(光学補償層）１０４が狭持されていれば良い
。このため、図２（ｂ）に示すように、光学補償層を用いた光学補償板１０４を、液晶セ
ル１０２に密着させて一方側のみに設けた構成としても良い。この場合、光学補償板１０
４を防塵用として配置しても良く、光学補償板１０４の基材となる基板が液晶セルの基板
を兼ねても良い。また。光学補償板１０４が、液晶セル１０２の両側に配置される場合に
は、一方のみを液晶セル１０２に密着させて設けても良く、両方を液晶セル１０２に密着
させても良い。
【００２８】
＜光学補償板の構成＞
　図３は、光学補償板１０４の一例を示す断面構成図である。この図に示すように、例え
ば光学補償板１０４は、２枚の透明基板２０１のそれぞれの一主面上に配向膜２０２を介
して光学補償層２０３を設け、二層の光学補償層２０３を接着剤２０４によって貼り合わ
せた構成となっている。２層の光学補償層２０３，２０３は、その遅相軸が例えば８７°
～９３°の角度で略直交するように配置されることとする。
【００２９】
　このような構成の各光学補償板１０４においては、光学補償層２０３の構成によって、
それぞれの視野角特性が設定される。このため、各光学補償板１０４においては、各光学
補償層２０３が、これらが設けられた光変調部（１０，１３，１９）に入射される光の波
長範囲毎に所定の視野角特性が得られるように個別に設計されているところが特徴的であ
る。具体的には、上述したように、各光学補償層２０３は、これらを備えた光変調部（１
０，１３，１９）で変調される各波長の光が、略同一の視野角特性となるように設計され
ているのである。ここで視野角特性が略同一であるとは、同様の方位角方向に同様の大き
さのコントラストを示す状態であることとする。
【００３０】
　本実施形態においては、各光学補償層２０３が設けられた光変調部（１０，１３，１９
）に入射される各色光Ｒ，Ｇ，Ｂに対する液晶セル（１０２）の視野角特性と略同一の視
野角特性となるように、各光学補償層２０３が設計されていることとする。具体的には、
λｒ＝６５０ｎｍの赤色光Ｒが入射される光変調部１０の光学補償層２０３ｒは、液晶セ
ル１０２で変調される赤色光（λｒ＝６５０ｎｍ）Ｒの視野角特性と略同一の視野角特性
となるように設計されている。そして、λｇ＝５５０ｎｍの緑色光Ｇが入射される光変調
部１３の光学補償層２０３ｇは、液晶セル１０２で変調される緑色光（λｇ＝５５０ｎｍ
）Ｇの視野角特性と略同一の視野角特性となるように設計されている。同様に、λｂ＝４
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５０ｎｍの青色光Ｂが入射される光変調部１９の光学補償層２０３ｂは、液晶セル１０２
で変調される青色光（λｒ＝４５０ｎｍ）Ｂの視野角特性と略同一の視野角特性となるよ
うに設計されている。
【００３１】
　ここで、液晶セル１０２の視野角特性と光学補償層２０３の視野角特性が略同一である
とは、次のことを示す。先ず、例えば液晶セル１０２と光学補償層２０３とをそれぞれ個
別に２枚の偏光板間に狭持させた構造体を想定する。そして、各構造体に対して所定波長
の光を透過させた場合の各視野角特性が、同様の方位角方向に同様の大きさのコントラス
トを示す状態であることとする。
【００３２】
　このような構成により、各光学補償層２０３を備えた各光変調部（１０，１３，１９）
で変調される各波長の光が、略同一の視野角特性となるように設計されているのである。
【００３３】
　光学補償層２０３の視野角特性は、各光学補償板１０４を構成する光学補償層２０３の
位相差によって調整される。このため、各光学補償層２０３ｒ，２０３ｇ，２０３ｂは、
それぞれ異なる位相差を有した構成となる。
【００３４】
　ここで、光学補償層２０３は、液晶材料のような所定の複屈折率を備えた材料を硬化さ
せてなり、材料の複屈折率Δｎと光学補償層２０３に要求される位相差とによって決めら
れた所定の膜厚ｔを有している。本実施形態においては、光学補償層２０３ｒ，２０３ｇ
，２０３ｂは同一材料を用いて構成され、その膜厚ｔが個別に設定された値となっている
こととする。
【００３５】
　一例として、ＴＮモードの液晶セル１０２におけるツイスト角が９０°～９２°で構成
されており、光学補償層２０３として複屈折率約Δｎ＝０．１７からなる材料を用いてい
る場合であれば、赤色光Ｒ用の光学補償層２０３ｒの膜厚ｔｒ＝０．４５μｍ、緑色光Ｇ
用の光学補償層２０３ｇの膜厚ｇ＝０．５０μｍ、青色光Ｂ用の光学補償層２０３ｂの膜
厚ｔｂ＝０．４０μｍとなれば良い。尚、このような光学補償層２０３の膜厚ｔは、０．
４０μｍ～０．６０μｍ程度が良い。
【００３６】
　尚、本実施形態においては、１つの光学補償板１０４に２層の光学補償層２０３が設け
られている構成を例示している。この場合、１つの光学補償板１０４を構成する２層の光
学補償層２０３，２０３の両方ともが、それぞれ上記設計で構成されていることとする。
【００３７】
　図４には以上のような構成の光学補償板１０４の製造手順を示す。この図４と共に、先
の図３を参照しながら作製手順を説明すると、先ず、工程Ｂ１，Ｂ４においては、それぞ
れ２枚の透明基板２０１を用意する。これらの透明基板２０１は、透明絶縁性基板でも良
いし、液晶セルの基板を兼ねる場合には、ＴＦＴ素子などのスイッチング素子や透明電極
が形成されていても良い。
【００３８】
　次に、工程Ｂ２，Ｂ５においては、透明基板２０１上に配向膜２０２を塗布する。これ
らの配向膜２０２は、光硬化型配向膜を用いて光配向処理されたものでも良いし、ラビン
グ処理によって形成されたものでも良い。
【００３９】
　次に、工程Ｂ３，Ｂ６においては、それぞれの透明基板２０１上に配向膜２０２を介し
て光学補償層２０３を形成する。この際、配向膜２０２上に光学補償層２０３の前駆体材
料を塗布し、これを硬化させることにより光学補償層２０３を得る。また、塗布時の膜厚
を制御することにより、形成される各光学補償相２０３（２０３ｒ，２０３ｇ，２０３ｂ
）の膜厚ｔ（ｔｒ，ｔｇ，ｔｂ）を調整する。尚、塗布はインクジェット方式によって行
っても良い。
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【００４０】
　その後の工程Ｂ７においては、光学補償層２０３を内側に向け、それぞれの配向膜２０
２の配向方向が所定状態（例えば遅相軸が８７°～９３°の角度で略直交）となるように
２枚の透明基板２０１を対向配置させ、これらの間を接着剤２０４で接着する。これによ
って、光学補償基板１０４を完成させる。尚、光学補償層２０１の材料が、アクリル系で
あるならば接着剤２０４の材料もアクリル系を選定することが好ましい。
【００４１】
　尚、このようにして形成された光学補償板１０４は、図２を参照し、液晶セル１０２に
対して、光学補償板１０４を構成する光学補償層（２０３）が偏光板との間に位置し、平
行となるような所定状態に配置して固定させる。尚、液晶セル１０２と光学補償層１０４
とは、接着剤を介して固定されていても良い。
【００４２】
　また、光学補償板１０４の構成は、上述したように入射される光の波長範囲毎に個別に
設計された光学補償層２０３ｒ，２０３，２０３ｂを備えていれば良く、光学補償層２０
３ｒ，２０３，２０３ｂは単層で用いられても良い。
【００４３】
　以上図１～図３を用いて説明した構成の液晶表示装置１では、各液晶セル１０２に設け
る光学補償層２０３を、各液晶セル１０２に入射される光の波長範囲毎に個別に設計する
構成としたことで、各液晶セル１０２に入射される各色光Ｒ，Ｇ，Ｂの全ての波長範囲の
光に対して、適切な視野角特性での光変調を行うことが可能になる。
【００４４】
　ここで図５には、同一設計の液晶セルを用いた各構成の光変調部においての、各色光Ｒ
，Ｇ，Ｂに対する視野角特性を示す。図５の上段は、光学補償層を設けずに構成された光
変調部の視野角特性である。図５の中段は、同一設計の光学補償層を用いて構成された光
変調部(従来例）の視野角特性である。図５の下段は、各色光Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に個別に設計
した光学補償層を用いて構成された光変調部(実施形態例）の視野角特性であり、赤色光
Ｒ用の光学補償層の膜厚ｔｒ＝０．４５μｍ、緑色光Ｇ用の光学補償層の膜厚ｇ＝０．５
０μｍ、青色光Ｂ用の光学補償層の膜厚ｔｂ＝０．４０μｍとしている。
【００４５】
　図５に示した各視野角特性から明らかなように、実施形態例のように設計された光学補
償層を用いた光変調部では、従来例と比較して、各色光Ｒ，Ｇ，Ｂの全てにおいて、互い
に垂直な４つの方位角方向で高いコントラストが得られ、視野角特性が向上していること
がわかる。また各色光Ｒ，Ｇ，Ｂ間の視野角特性が類似してそのバラツキが小さく抑えら
れていることがわかる。このため、これらの視野角特性が類似する各色光Ｒ，Ｇ，Ｂを合
成することにより、コントラストのムラを防止することが可能になる。
【００４６】
　図６には、これらの視野角特性を類似させた各色光Ｒ，Ｇ，Ｂを、視野角特性が同一方
向に重なるように合成して投射した黒表示を示す。この図６と、図７に示した従来例での
黒表示とを比較し、本実施形態例のように視野角特性が類似する各色光Ｒ，Ｇ，Ｂを合成
することで、コントラストのムラを低減できることが確認された。
【００４７】
　以上説明したように本発明によれば、各液晶セルに入射される全ての波長範囲の光に対
して適切な視野角特性を有するように光変調を行うことが可能になるため、複数の光変調
部で適切な視野角特性に変調した各波長範囲の光を合成して得られる画像において、高コ
ントラストでありながらも、コントラストのムラを防止して表示性能の向上を図ることが
可能になる。
【００４８】
　尚、上述した実施形態においては、液晶セルがＴＮモードである場合を説明した。しか
しながら、液晶セルの動作モードは、ＴＮモードに限定されることはなく、ＶＡモードや
ＥＣＢモードであっても良く、また反射型の液晶セルを用いた構成にも適用可能であり、
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同様の効果を得ることができる。また、本発明は、異なる波長範囲の光を、液晶セルを備
えた複数の光変調部によって変調して合成する構成であれば、投射型液晶プロジェクタだ
けでなく、直視型の液晶表示パネルにも同様に適用することが可能であり、同様の効果を
得ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明が適用される液晶表示装置の一例を示す全体構成図である。
【図２】実施形態の液晶表示装置に設けられる各光変調部の構成例を示す図である。
【図３】実施形態の光変調部に設けられる光学補償板の一例を示す断面構成図である。
【図４】実施形態の光変調部に設けられる光学補償板の製造手順を示す図である。
【図５】液晶セルの視野角特性および光学補償板を設けた光変調部の視野角特性を示す図
である。
【図６】実施形態の液晶表示装置による黒表示状態を示す図である。
【図７】従来の液晶表示装置による黒表示状態を示す図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１…液晶表示装置、１０，１３，１９…光変調部、２０…クロスプリズム、１０１，１
０３…偏光板、１０２…液晶セル、１０４…光学補償板、２０３…光学補償層、Ｂ…青色
光、Ｇ…緑色光、Ｒ…赤色光

【図１】 【図２】



(10) JP 2008-122646 A 2008.5.29

【図３】

【図４】



(11) JP 2008-122646 A 2008.5.29

【図５】



(12) JP 2008-122646 A 2008.5.29

【図６】

【図７】



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2008122646A 公开(公告)日 2008-05-29

申请号 JP2006306250 申请日 2006-11-13

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 丸山智子
相川祐樹

发明人 丸山 智子
相川 祐樹

IPC分类号 G02F1/13363 G02B5/30

FI分类号 G02F1/13363 G02B5/30

F-TERM分类号 2H049/BA02 2H049/BA06 2H049/BB03 2H049/BC22 2H091/FA08Z 2H091/FA11Z 2H091/LA19 2H091
/MA07 2H149/AA04 2H149/AB02 2H149/AB05 2H149/BA02 2H149/DA01 2H149/DA02 2H149/DA12 
2H149/EA02 2H149/FC08 2H191/FA11X 2H191/FA11Z 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30X 
2H191/FA30Z 2H191/FA31Z 2H191/FA37Z 2H191/FA56X 2H191/FA56Z 2H191/FA58X 2H191/FA58Z 
2H191/FA62Z 2H191/FA87Z 2H191/FA96X 2H191/FA96Z 2H191/FC16 2H191/FD09 2H191/FD35 
2H191/GA01 2H191/GA02 2H191/GA23 2H191/HA06 2H191/HA08 2H191/HA11 2H191/KA04 2H191
/LA22 2H191/LA24 2H191/LA25 2H191/MA13 2H191/PA62 2H191/PA65 2H191/PA82 2H291/FA11X 
2H291/FA11Z 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA30X 2H291/FA30Z 2H291/FA31Z 2H291/FA37Z 
2H291/FA56X 2H291/FA56Z 2H291/FA58X 2H291/FA58Z 2H291/FA62Z 2H291/FA87Z 2H291/FA96X 
2H291/FA96Z 2H291/FC16 2H291/FD09 2H291/FD35 2H291/GA01 2H291/GA02 2H291/GA23 2H291
/HA06 2H291/HA08 2H291/HA11 2H291/KA04 2H291/LA22 2H291/LA24 2H291/LA25 2H291/MA13 
2H291/PA62 2H291/PA65 2H291/PA82

代理人(译) 船桥 国则

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够通过防止通过合成在包括液晶单元和光学
补偿层的多个光调制部分中调制的光而获得的图像中的对比度不均匀来
改善显示性能的液晶显示器。提供一种装置。 液晶显示装置包括液晶单
元，以夹持液晶单元的状态设置的一对偏振板，夹在液晶单元和偏振板
之间的多个光学补偿板，在包括光调制部分10,13和19并组合和显示由光
调制部分10,13,19调制的光的液晶显示装置中，构成光学补偿板104的光
学补偿层由每个光学调制构成。对于入射在部分10,13,19上的每种颜色
光R，G，B，设计成具有与液晶单元102的视角特性基本相同的视角特
性。 .The

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ef9bc25a-aa29-4828-88a6-53faa2a26cdd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/039507459/publication/JP2008122646A?q=JP2008122646A

